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今回のセンター試験の第 1問問 5では、上空に比べて地表付近の気温が低くなるとき、音が遠

くまで伝わりやすいという自然現象を題材に、音速の違いと音の屈折についての理解が問われ

た。オーソドックスな題材で、波の性質の理解が問われている。 

第 3回ベネッセ・駿台マーク模試の第 3問問 3においても、気温の異なる二つの空気層を題材

に、空気層による音速の違いと、音波が屈折する向きを問うた。この問題では、まず、音速と気

温の関係を用いて、A層のほうが B層よりも音速が小さいことを求め、その後、屈折の法則から、

屈折角が大きくなることを考えればよい。音速と気温の関係や屈折の法則という物理法則から、

自然現象を考察させる問題であり、センター試験の第 1問問 5の現象の原理をより詳しく扱って

いる。この設問の正答率は、47.5％で、偏差値 65～70 で 79.5％、偏差値 60～65 で 68.5％、偏

差値 55～60 で 59.4％、偏差値 50～55 で 50.1％と、各成績層間で差がついた。 

波動分野は、さまざまな公式や法則があり、丸暗記をしても知識が定着しにくい。自然現象や

科学技術と関連付けて理解しておくことが一つの有効な手段である。取りあげた問題のように、

物理の公式や法則から自然現象を理解できることも多いので、日ごろから、自然現象と物理法則

を関連付けて学習する習慣をつけておきたい。 
 


